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坂
口
安
吾
の
傑
作
短
編
小
説「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」に
、

　
　
　
日
本
の
演
劇
界
屈
指
の
名
優
・
橋
爪
功
が
挑
む
。

コ
ラ
ー
レ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

朗
読
：
橋
爪
功

演
出
：
森
新
太
郎

チケット一般発売日
９月25日㈰ ９:00～

情
け
容
赦
な
く
着
物
を
は
ぎ
、

人
の
命
を
絶
つ
ひ
と
り
の
山
賊
。

た
だ
ひ
と
つ
だ
け
怖
れ
て
い
る
も
の
、

そ
れ
は
、
桜
の
森
の
満
開
の
下

―
。
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「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」

作
品
解
説

　
一
九
四
七
年
（
昭
和
二
十
二
年
）
に
発
表
さ
れ
た
、
短
編
小
説
。
坂
口
安
吾
の
代
表
作
の
ひ
と

つ
で
、
そ
の
幻
想
的
な
作
風
か
ら
人
気
が
あ
り
、
傑
作
と
称
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
作
品
で
あ
る
。

初
出
当
時
は
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、
作
者
の
死
後
に
讃
辞
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
ら
す
じ

　
桜
の
森
が
美
し
い
あ
る
山
に
、
一
人
の
山
賊
が
住
み
始
め
ま
し
た
。
山
賊
は
七
人
の
女
房
を

持
ち
、
情
け
容
赦
な
く
着
物
を
は
ぎ
、
人
の
命
を
絶
つ
男
で
し
た
。
そ
ん
な
怖
れ
を
知
ら
な
い

男
で
も
、
桜
の
森
の
花
の
下
を
通
る
と
、
頭
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　
あ
る
日
、
男
は
八
人
目
の
女
房
を
さ
ら
っ
て
き
ま
す
。
ま
れ
に
み
る
美
貌
の
持
ち
主
で
あ

る
そ
の
女
は
、
足
の
悪
い
女
を
一
人
召
使
い
と
し
て
残
し
、
男
に
元
の
女
房
た
ち
を
斬
り
殺

さ
せ
ま
す
。

　
そ
の
美
貌
は
怖
ろ
し
い
ほ
ど
で
し
た
が
、
わ
が
ま
ま
な
女
で
し
た
。
男
は
女
の
言
う
こ
と

な
ら
ば
何
で
も
聞
き
、か
い
が
い
し
く
尽
く
し
ま
す
。そ
れ
で
も
女
は
や
が
て
都
を
恋
し
が
り
、

男
は
女
と
と
も
に
山
を
出
て
都
に
移
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
男
は
都
で
着
物
や
宝
石
な
ど
を
盗
み
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
女
の
心
を
満
た
し
ま
せ
ん
。
女

が
欲
し
が
っ
た
の
は
人
間
の
生
首
で
し
た
。
や
が
て
男
は
女
の
望
む
ま
ま
に
、
首
を
持
っ
て

帰
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
て
女
は
、
そ
の
首
を
使
っ
て
遊
ぶ
の
で
す
。

　
女
の
切
り
の
な
い
欲
望
に
男
は
嫌
気
が
さ
し
、
都
暮
ら
し
を
嫌
い
、
や
が
て
山
に
帰
り
た

い
と
思
う
の
で
す
が…

…
。

　
文
学
座
、
劇
団
雲
を
経
て
、
演
劇
集
団
円
の
設
立
に
参
加
。
代
表
を
つ
と
め
る
円
を
中
心
に
、

野
田
秀
樹
作
品
な
ど
外
部
出
演
も
多
い
。

　
主
な
舞
台
作
品
は
、『
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
』『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』『
レ
イ
ン
マ
ン
』

『
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
』『
ド
レ
ッ
サ
ー
』『
エ
ッ
グ
』『
T
A
B
U
』
等
。
二
〇
〇
七
年
『
実
験
』

『
レ
イ
ン
マ
ン
』
で
は
、
第
十
五
回
読
売
演
劇
大
賞
選
考
委
員
特
別
賞
を
受
賞
。

　
山
田
洋
次
監
督
映
画
『
東
京
家
族
』『
家
族
は
つ
ら
い
よ
』
主
演
。『
東
京
家
族
』
で
は
、

二
〇
一
四
年
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
主
演
男
優
賞
受
賞
。

　
語
り
の
名
手
と
し
て
も
知
ら
れ
、
日
本
の
演
劇
・
映
像
の
世
界
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い

俳
優
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
六
年
、
演
劇
集
団
円
『
ロ
ン
サ
ム
・
ウ
ェ
ス
ト
』
で
演
出
デ
ビ
ュ
ー
。
戯
曲
に
真
っ

向
か
ら
対
峙
し
、
人
間
の
心
理
を
紐
解
き
な
が
ら
緻
密
に
芝
居
を
立
ち
上
げ
て
い
く
手
腕
が

高
く
評
価
さ
れ
、こ
れ
ま
で
数
々
の
賞
を
受
賞
。自
身
が
主
宰
す
る
モ
ナ
カ
興
業
で
も
活
動
中
。

現
代
劇
か
ら
古
典
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
幅
広
く
手
が
け
る
。

　
二
〇
〇
九
年
『
田
中
さ
ん
の
青
空
』『
孤
独
か
ら
一
番
遠
い
場
所
』
で
毎
日
芸
術
賞
演
劇
部

門
千
田
是
也
賞
受
賞
。
二
〇
一
〇
年
『
コ
ネ
マ
ラ
の
骸
骨
』
で
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
受
賞
。

二
〇
一
三
年
文
化
庁
新
進
芸
術
家
在
外
研
修
員
と
し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
滞
在
。
二
〇
一
三
年
、

『
汚
れ
た
手
』『
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
』
で
読
売
演
劇
大
賞
大
賞
・
最
優
秀
演
出
家
賞
を
受
賞
。

平
成
二
十
五
年
度
（
第
六
十
四
回
）
芸
術
選
奨
演
劇
部
門
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
を
受
賞
。

　
演
劇
集
団
円
演
出
部
会
員
、
モ
ナ
カ
興
業
主
宰
、
四
国
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
。

俳
　
優
　

橋
爪 

功
（
は
し
づ
め
・
い
さ
お
）

演
出
家
　

森 

新
太
郎
（
も
り
・
し
ん
た
ろ
う
）

橋
爪
功 

朗
読
劇

あ
る
峠
の
山
賊
と

美
し
く
も
残
酷
な
女
と
の

幻
想
的
な
物
語
。

情
け
容
赦
な
く
着
物
を
は
ぎ
、

人
の
命
を
絶
つ
ひ
と
り
の
山
賊
。

た
だ
ひ
と
つ
だ
け
怖
れ
て
い
る
も
の
、

そ
れ
は
、
桜
の
森
の
満
開
の
下―

。

桜
の
森
が
美
し
い
あ
る
山
に
、
一
人
の
山
賊
が
住
み
始
め
た
。 

山
賊
は
七
人
の
女
房
を
持
ち
、 

情
け
容
赦
な
く
着
物
を
は
ぎ
、
人
の
命
を
絶
つ
男
だ
。 

そ
ん
な
怖
れ
を
知
ら
な
い
男
で
も
、 

桜
の
森
の
花
の
下
を
通
る
と
、 

頭
が
お
か
し
く
な
り
そ
う
に
な
る
の
だ
っ
た
。 

あ
る
日
、
男
は
八
人
目
の
女
房
を
さ
ら
っ
て
く
る
。 

そ
の
女
は
ま
れ
に
み
る
美
貌
の
持
ち
主
だ
っ
た
が…

…

。 

あ
る
峠
の
山
賊
と
、
美
し
く
も
残
酷
な
女
と
の

幻
想
的
な
物
語―

―

。 

日
本
の
現
代
演
劇
を
代
表
す
る
俳
優
・
橋
爪
功
が

ひ
と
り
で
挑
み
ま
す
。 

坂
口
安
吾

「
桜
の
森
の
満
開
の
下
」

コ
ラ
ー
レ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

作
：
坂
口
安
吾

朗
読
：
橋
爪
功

演
出
：
森
新
太
郎

照
明
：
佐
々
木
真
喜
子

　
　
　（
株
式
会
社
フ
ァ
ク
タ
ー
）

音
響
：
穴
沢
淳

美
術
・
衣
裳
：
カ
ナ
イ
ヒ
ロ
ミ

舞
台
監
督
：
清
水
義
幸
（
カ
フ
ン
タ
）

舞
台
監
督
助
手
：
小
川
信
濃
（
カ
フ
ン
タ
）

照
明
助
手
：
岡
崎
亘

制
作
：
㈲
ハ
ー
シ
ー
ズ

協
力
：
橋
爪
弥
宵
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